




















(鋸歯状振動 ･MHD不安定性 ･ディスラブション,等 )を抑制することである｡WT-Ⅱでは
ジュール電流駆動中にLHWを入射し,プラズマ電流の一部を,lJHWにより駆動された電流
で担 う実験を行い,プロファイル ･コントロールの可能性について調べている｡典型的な例 と










鋸歯状振動の抑制さま,lJHWのパ ワーに強 く依存 し,パワーが低いときには抑制が起こらない｡
この結果は,LHWによるプロファイル ･コントロールの可能性を示す上で重要な点である｡
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